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麿擢鷲自　　　＊1月の税金＊
人　　口　　　14，998人（＋32）

男　　　　　7，234人（＋　9）

女　　　　　7，764人（＋23）

惟措数　　　　4，142戸（＋11）

転　　入　95∴∴∴転　　出　75

出　　生　18　　　死　　亡　6

町　県民税　　　　4期分
納期限1月25日（月）まで

国民健康保険税　　4期分
納期限　2月1日（月）まで

みなさんの　説金で　明るく　住みよい　町づくり
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町民みんなの暖かい心と勇気で非行の芽をつみとろう
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遠賀町の実態　　　昭和56年1月－10月までに

3人検挙、108人が補導される

昭和55年中は17人検挙、113人が補導

（1月の行事）

刑
法
犯
少
年
3
人
、
不
良
行
為
少
年
1
0
8
人
　
－
　
こ
れ
は
今
年

1
月
か
ら
1
0
月
ま
で
に
お
け
る
遠
賀
町
内
の
非
行
少
年
の
検
挙

と
補
導
さ
れ
た
人
数
で
す
。

昭
和
輔
車
と
比
べ
て
み
る
と
、
青
少
年
育
成
町
民
会
勝
の
活

動
な
ど
で
数
の
上
で
は
減
少
し
て
お
り
、
よ
い
結
果
に
み
え
ま

す
が
、
そ
の
反
面
、
低
年
齢
化
と
悪
質
化
の
傾
向
が
目
立
ち
ま

す。
ど
れ
も
、
事
件
を
起
こ
し
た
少
年
が
当
然
憩
い
の
で
す
が
、

そ
の
少
年
の
家
庭
に
も
大
き
な
原
因
が
あ
る
よ
う
で
す
。

こ
こ
に
、
今
年
起
き
た
膏
少
年
の
犯
罪
実
例
を
掲
賎
し
ま

ず
。
こ
の
実
例
を
「
よ
そ
の
家
の
こ
と
だ
か
・
？
…
」
や
「
う

ち
の
子
に
限
っ
て
は
…
」
と
思
わ
れ
る
前
に
、
今
の
青
少
年

に
は
こ
の
よ
う
な
犯
罪
を
起
こ
す
要
素
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を

理
解
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

以
前
か
ら
町
民
の
み
な
さ
ん
に
は
、
「
よ
そ
の
町
は
想
い
が

遠
賀
町
の
子
は
お
と
な
し
い
」
と
か
、
「
い
な
か
育
ち
で
素
臆

な
子
が
多
い
」
と
い
う
考
え
が
あ
る
よ
う
で
す
が
、
今
、
教
師

の
賭
し
を
聞
い
て
も
そ
れ
は
数
年
前
と
か
一
昔
前
の
こ
と
と
い

う
回
書
が
か
え
っ
て
き
ま
す
。
遠
賀
町
の
発
展
と
共
に
、
非
行

も
増
加
か
つ
悪
質
化
の
傾
向
に
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
だ

き
、
次
代
を
担
う
子
供
達
を
非
行
に
走
ら
せ
る
の
は
、
親
は
当

然
で
す
が
、
地
域
の
わ
た
し
た
ち
に
も
責
任
が
あ
る
こ
と
を
関

節
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
犯
罪
を
起
こ
し
た
青
少
年
が
更
生
し
、
社
会
に
出
た

場
合
は
、
地
域
で
温
か
く
迎
え
て
あ
げ
る
と
い
う
こ
と
も
大
切

な
こ
と
で
す
。

気
の
ゆ
る
み
が
ち
な
冬
休
み
を
迎
え
て
、
こ
こ
に
掲
載
し
て

い
る
よ
う
な
犯
罪
が
増
え
続
け
て
ゆ
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る

今
一
度
、
青
少
年
の
健
全
育
成
に
つ
い
て
、
家
庭
で
、
地
域
で

考
え
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

犯
罪
実
例
（
折
尾
署
管
内
）
は
、
折

尾
譜
か
ら
臆
報
資
料
と
し
て
提
供
し
て

も
ら
い
ま
し
た
。

①
は
犯
罪
内
容
、
②
は
犯
罪
へ
の
動

機
ま
た
は
犯
罪
ま
で
の
経
過
、
⑧
は
犯

罪
後
ど
う
な
っ
た
か
、
④
は
家
庭
の

状
態
の
順
で
、
実
例
を
紹
介
し
て
い
ま

難
シ
ン
ナ
ー
乱
用

①
少
年
C
（
十
八
強
）
暴
走
族
グ
ル
ー

プ
に
加
盟
し
、
シ
ン
ナ
ー
乱
用
の
櫛
習

者
で
あ
る
。
C
は
、
著
し
く
、
自
己
の

徳
性
を
揖
す
る
行
為
考
証
ね
で
い
た
。

五
十
六
年
五
月
上
六
日
年
緬
四
時
ご

ろ
、
C
は
、
水
巻
町
に
あ
る
姫
横
工
場

の
菓
側
路
士
に
止
め
た
普
通
乗
用
車
の

車
内
に
て
、
シ
ン
ナ
ー
を
み
だ
り
に
吸

入
し
て
い
た
。

②
C
は
、
私
立
前
校
一
年
生
と
し
て
在

掌
中
か
ら
、
喫
煙
、
シ
ン
ナ
ー
乱
用
、

深
枝
は
い
か
い
な
ど
の
不
良
交
友
を
遜

ね
る
こ
と
十
二
回
余
り
、
窃
盗
非
行
膝

一
回
、
シ
ン
ナ
ー
一
回
の
非
行
歴
が
あ

っ
て
、
交
友
関
係
も
兼
行
も
惑
か
っ

だ
。
C
は
、
友
人
と
英
に
、
山
の
中
で

シ
ン
ナ
ー
乱
用
を
始
め
た
こ
と
か
ら
病

み
付
き
に
な
っ
た
も
の
で
、
高
楼
一
年

の
六
月
こ
ろ
か
ら
す
で
に
百
回
ぐ
ら
い

乱
用
し
て
い
る
が
、
母
親
の
放
任
監
護

が
こ
の
舘
柴
を
生
ん
だ
と
判
断
さ
れ

る
。
③
父
は
栂
と
離
別
し
、
母
子
家
庭

で
、
C
は
母
の
沌
当
な
監
護
に
従
わ
な

い
性
揃
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
仕
部
も

二
回
諮
り
、
永
続
き
せ
ず
に
い
た
。
五

月
十
六
口
車
朗
、
警
察
と
し
て
は
、
C

を
現
行
犯
逮
捕
し
、
翌
日
、
小
倉
家
産

裁
判
所
に
身
柄
と
共
に
送
致
、
即
時
、

小
倉
少
年
鑑
別
所
に
収
容
さ
れ
審
判
を

受
け
だ
が
、
釈
放
さ
れ
る
こ
と
も
左

く
、
そ
の
ま
ま
、
巾
等
少
年
院
に
送

致
、
収
容
さ
れ
て
ぎ
ょ
う
せ
い
教
育
中

で
あ
る
。
①
実
母
（
四
十
七
歳
・
無
職

）
と
C
だ
け
の
二
人
暮
し
の
家
庭
で
、

父
親
（
函
十
五
域
）
は
、
土
建
業
を
し

て
い
た
が
、
最
近
離
別
、
現
在
残
さ
れ

た
餌
は
、
叔
し
く
C
の
立
ち
寵
る
こ
と

を
夢
見
て
、
そ
れ
の
み
を
生
き
が
い
に

し
て
い
る
現
状
で
、
畏
れ
で
あ
る
。

期
校
内
暴
力

①
被
疑
者
E
了
（
十
七
歳
）
ら
七
人

は
、
前
校
三
年
生
で
あ
り
、
五
十
五
年

1
月
ご
ろ
か
ら
、
次
第
に
勢
力
を
破

り
、
行
動
し
て
い
た
た
め
、
同
校
の
生

彼
ら
か
ら
「
番
長
グ
ル
ー
プ
」
と
呼
称

さ
れ
、
恐
れ
こ
わ
か
ら
れ
て
い
た
。
五

十
六
年
五
月
二
十
六
日
午
後
一
時
ご

ろ
、
校
内
食
堂
に
お
い
て
、
同
校
二
年

生
F
了
（
十
六
戯
）
を
見
か
け
る
や
、

か
ね
て
F
手
が
諦
技
グ
ル
ー
プ
の
悪
口

を
ー
占
っ
た
こ
と
に
つ
き
細
関
す
る
た
め

呼
び
つ
け
、
正
龍
に
答
え
な
け
れ
ば
身

体
に
危
薯
を
加
え
か
ね
な
い
気
勢
を
示

し
て
脅
迫
し
、
テ
ー
ブ
ル
の
上
に
あ
っ

た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
湯
呑
み
、
紙
コ

ッ
プ
を
扱
げ
付
け
、
胸
介
を
引
っ
破

り
、
右
ひ
じ
で
左
腹
部
を
強
く
突
く
な

ど
の
暴
行
、
脅
迫
を
数
人
と
共
闘
し
て

行
っ
た
。
そ
の
ほ
か
、
機
内
一
回
、
裏

門
に
通
じ
る
機
運
士
に
お
い
て
一
回
暴

行
、
脅
迫
を
加
え
て
い
る
。

目元日
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刑法犯少年町別状況　昭和輔車周一10月

最近10年間の刑法犯少年〈14成以上

如歳末満）の推移

（li人〉
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②
同
嵩
段
の
非
行
グ
ル
ー
プ
は
、
二
年

生
の
こ
ろ
か
ら
頭
角
を
現
わ
し
、
か
ね

て
か
ら
、
小
さ
な
暴
行
、
脅
迫
を
行
っ

て
い
た
。
今
回
は
、
特
に
蕃
捷
グ
ル
ー

プ
七
人
が
共
同
し
て
、
二
年
生
を
校
内

で
悪
行
、
脅
迫
を
加
え
た
郵
件
で
、
被

害
者
F
子
が
学
絞
側
の
描
損
で
は
納
得

せ
ず
、
一
一
〇
番
通
報
し
た
も
の
で
、

三
年
坐
の
非
行
グ
ル
ー
プ
が
、
二
年
生

の
非
行
グ
ル
ー
プ
に
、
そ
の
蕃
長
の
地

位
を
守
る
た
め
、
犯
行
を
決
行
し
た
も

の
で
あ
る
。

⑤
密
件
発
光
後
、
薄
紫
が
捜
査
を
開
始

し
、
関
係
者
三
十
数
人
を
貌
櫛
聴
取

し
、
学
校
側
と
E
子
の
親
な
ど
に
厳
重

に
注
意
、
細
戒
を
与
え
た
こ
と
に
よ

り
、
そ
の
後
、
何
ら
開
腹
は
発
生
し
て

い
な
い
。
な
お
、
蕃
霞
グ
ル
ー
プ
七
人

に
つ
い
て
は
、
衆
力
行
為
噂
件
と
し

て
、
家
庭
裁
判
所
に
種
類
送
致
す
み
。

④
非
行
グ
ル
ー
プ
の
家
庭
は
、
特
に
関

越
が
あ
る
と
こ
ろ
は
な
い
が
、
全
般
的

に
両
親
の
監
護
は
、
放
任
的
な
と
こ
ろ

が
見
受
け
ら
れ
た
。
今
回
の
郭
件
を
き

っ
か
け
に
、
家
陸
で
も
、
そ
の
非
行
を

十
分
反
省
し
て
い
る
。

－　データ　ー

昭
和
弱
年
の
校
内
展
力
事
件
は
全
国

で
1
、
5
5
5
件
発
生
。
前
年
に
比
べ

3
5
0
件
、
2
9
％
増
加
。
教
師
に
対
す

る
農
力
事
件
の
9
4
％
が
中
学
校
で
発
生

し
て
い
る
。
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0
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校
内
暴
力
で
薄
紫
に
補
導
さ
れ
た
少

句
に
つ
い
て
、
依
雑
著
が
ふ
だ
ん
ど
う

い
う
し
つ
け
を
し
て
い
る
か
を
み
ま
す

と
、
殿
も
多
い
の
か
放
任
で
約
7
鞠
、

次
い
で
、
で
き
愛
が
約
1
割
と
な
っ
て

い
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
親
子
の
会
話
が
な

く
、
了
槙
の
好
き
勝
手
に
さ
せ
て
い
た

り
、
ま
た
、
親
が
子
供
を
甘
や
か
し
す

ぎ
て
い
る
i
－
i
と
い
っ
た
親
の
饗
再
度

が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
家

庭
で
は
、
憩
い
行
為
に
は
そ
れ
相
応
の

胴
を
与
え
る
と
い
う
推
本
的
な
し
っ
け

が
徹
底
し
て
お
ら
ず
、
保
護
者
自
身
も

し
っ
げ
の
大
切
さ
を
十
分
理
解
し
て
い

な
い
場
合
が
多
い
の
で
す
。

期
不
純
異
性
交
遊

（陛犯罪）

①
五
十
六
年
五
月
二
十
四
日
午
後
八
時

三
十
分
ご
ろ
、
八
幡
西
区
の
路
上
に
お

い
て
、
被
疑
者
G
（
十
四
韻
）
、
H
（

十
五
歳
）
、
I
（
十
四
域
）
の
三
人

は
、
顔
見
知
り
の
J
子
（
十
五
歳
）
を

怨
め
、
同
女
を
強
か
ん
し
よ
う
と
共
謀

し
、
「
ち
ょ
っ
と
遊
び
に
行
こ
う
」
と

偽
っ
て
、
周
女
を
神
社
裳
ま
で
連
れ
て

行
き
、
同
日
午
後
十
時
ご
ろ
、
岡
場
所

に
お
い
て
三
人
共
同
し
て
同
女
を
強
か

ん
し
た
も
の
で
あ
る
。

②
被
疑
者
ら
は
、
窃
盗
、
暴
力
行
鵜
、

遺
失
物
穣
領
な
ど
の
非
行
歴
が
あ
り
、

中
学
校
不
良
グ
ル
ー
プ
の
中
心
的
存
社

で
怠
学
、
喫
煙
な
ど
を
常
習
し
、
性
格

は
、
粗
蕊
性
を
帯
び
て
い
る
。
今
回
の

部
犯
に
つ
い
て
も
、
中
学
基
の
性
非
行

グ
ル
ー
プ
に
誘
い
込
む
た
め
、
グ
ル
ー

プ
員
三
人
で
共
謀
し
、
女
子
中
学
性
を

山
中
に
連
れ
込
ん
で
犯
し
た
も
の
で
、

こ
れ
以
外
に
も
、
徴
姥
者
ち
か
性
交
し

た
中
学
生
は
、
相
当
数
あ
る
と
と
も

に
、
そ
の
中
学
生
を
グ
ル
ー
プ
員
に
あ

っ
せ
ん
し
、
澤
（
い
ん
）
行
さ
せ
る
な

ど
、
嶽
力
団
員
が
自
己
組
織
扱
大
お
よ

び
堅
持
す
る
行
為
と
全
く
か
わ
ら
ず
、

そ
れ
ら
女
子
中
学
生
も
非
は
あ
る
も
の

の
、
被
疑
者
ら
の
行
為
は
、
同
校
通
学

中
の
善
良
な
生
徒
、
父
母
に
不
安
を
与

え
る
こ
と
こ
の
上
な
い
。

③
被
疑
者
二
人
は
、
初
等
少
年
院
に
送

致
。
一
人
は
保
饗
観
察
処
分
巾
で
あ

る。①
G
の
場
合
…
…
家
睦
は
両
親
健
在
で

あ
る
が
、
全
く
こ
の
よ
う
な
被
疑
者
の

監
護
方
法
は
知
ら
ず
、
盲
愛
す
る
の
み

で
、
本
件
を
取
り
扱
っ
た
当
磐
ま
た
は

学
校
当
局
に
対
し
て
抗
議
す
る
な
ど
言

語
道
断
で
あ
り
、
そ
の
被
疑
者
は
非

は
全
く
認
め
て
お
ら
な
い
。
H
の
揚

（
4
ペ
ー
ジ
に
続
く
）

デ安保者費消スガPL日0
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家庭のしつけからみた
家庭内暴力の背景（1，025伴）
両親の発育態度（昭和55年）

家庭内暴力の原因，動機別状況

日　　第　6　回　はたちの献血（－3月11日）

合
　
…
家
庭
は
両
親
健
在
で
あ
る
も
の

の
実
父
は
全
く
そ
の
監
護
に
手
を
差
し

伸
べ
ず
、
放
任
し
て
お
り
、
実
母
は

盲
愛
す
る
の
み
で
、
被
疑
者
の
監
護
は

全
く
無
理
な
状
態
で
あ
る
。
I
の
甥
合

・
・
…
家
庭
は
実
父
と
継
母
の
た
め
、
被

疑
者
は
そ
の
継
母
の
監
護
に
従
わ
ず
、

反
抗
的
な
態
度
に
拙
、
現
在
の
ま
ま
で

は
、
曹
後
の
健
全
育
成
は
無
理
と
思
わ

期
家
庭
内
暴
力

①
萬
枚
生
D
は
、
五
十
六
年
七
月
四

日
、
自
宅
に
お
い
て
、
突
然
に
蒸
れ
出

し
て
、
両
親
に
殴
る
、
け
ろ
の
乱
暴
を

働
き
、
挙
げ
句
に
は
、
家
具
な
ど
を
破

壊
す
る
な
ど
し
た
。

②
D
は
、
昨
年
、
県
立
高
校
受
験
に
失

敗
し
、
私
立
高
枝
に
通
学
し
て
い
た
。

そ
の
こ
ろ
か
ら
、
粗
暴
性
が
表
れ
出

し
、
今
時
の
三
月
ご
ろ
か
ら
、
粗
暴
性

が
ひ
ど
く
な
り
出
し
、
試
験
前
後
に

は
、
特
に
ひ
ど
く
、
両
親
へ
の
乱
暴
も

激
し
さ
を
増
す
ば
か
り
で
、
七
月
四
日

午
的
七
時
三
十
分
こ
ろ
か
ら
両
親
に
乱

暴
を
始
め
た
も
の
で
あ
る
。

③
謡
件
受
理
後
、
少
年
係
に
お
い
て
、

D
と
面
接
を
し
、
動
機
な
ど
を
隠
岐
す

る
も
、
訴
実
を
申
し
立
て
な
か
っ
た
。

両
親
の
話
し
な
ど
か
ら
、
過
保
護
的
監

護
態
度
や
、
県
立
高
校
受
輸
失
敗
な
ど

が
原
因
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。
ま

た
、
母
親
の
子
供
へ
の
世
話
の
や
き
過

ぎ
、
口
や
か
ま
し
さ
も
煩
悶
し
て
い
る

と
見
ら
れ
る
。
面
接
後
、
D
は
一
応
落

ち
着
い
て
い
る
が
、
二
週
間
に
一
度
ぐ

ら
い
は
、
以
前
の
程
で
は
な
い
が
家
具

を
け
飛
ば
し
た
り
、
料
理
を
投
げ
た
り

の
乱
鶉
を
し
て
い
る
。

の
両
親
は
健
在
で
、
父
は
会
社
員
、
母

は
家
庭
を
計
る
平
均
的
な
家
庭
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
D
の
暴
力
行
為
に
よ

り
、
い
ま
や
家
挺
崩
壊
の
危
機
に
両
面

し
て
い
る
。
今
後
の
指
導
と
し
て
、
両

親
の
D
に
対
す
る
態
度
、
姿
効
に
つ
い

て
厳
し
さ
を
求
め
る
も
、
行
動
が
伴
わ

ず
、
D
と
し
で
も
今
後
環
魂
が
整
備
さ

れ
な
い
限
り
、
暴
力
行
為
が
収
ま
る
こ

と
は
望
み
得
な
い
こ
と
で
、
両
親
と
D

を
切
り
離
し
、
別
個
に
反
省
を
す
る
機

会
を
与
え
な
け
れ
ば
、
必
ず
や
家
庭
崩

壊
、
少
年
非
行
化
、
さ
ら
に
、
凶
態
犯

罪
に
よ
る
社
会
へ
の
悪
影
響
が
考
え
ら

れ
る
現
状
で
あ
る
。

I
I
チ
ー
タ
ー
ー
ー

昭
和
5
5
年
の
家
庭
内
露
力
事
件
は
全

国
で
1
、
0
2
5
件
発
生
。
男
子
が
的

％
と
圧
倒
的
に
多
い
。
ま
た
、
中
学
生

が
全
体
の
3
5
％
を
占
め
て
い
る
の
か
目

立つ。

家
庭
で
、
家
族
な
ど
に
暴
力
を
振
る

う
少
年
は
、
学
校
の
成
績
も
比
較
的
よ

く
、
家
庭
か
ら
一
歩
周
る
と
。
い
い
子

〟
で
通
っ
て
い
る
場
合
が
多
い
。
し
か

し
そ
の
性
格
は
内
向
的
で
神
経
質
な
こ

と
が
目
立
ち
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
少
年
が
、
家
膣
や
社
会

に
う
ま
く
適
応
で
き
な
い
で
緊
張
や
不

安
が
轟
じ
、
い
ら
克
っ
て
暴
力
を
振
う

場
合
が
多
い
よ
う
で
す
。

一
方
、
親
の
子
供
に
対
す
る
し
つ

け
、
つ
ま
り
蛮
習
態
度
で
目
立
つ
の

は
、
父
親
の
場
合
が
放
任
や
過
保
護
、

郎
親
は
干
渉
の
し
す
ぎ
と
過
保
護
で

す
。
こ
の
よ
う
な
親
の
態
度
が
、
家
庭

内
暴
力
の
一
つ
の
原
因
に
な
っ
て
い
る

と
占
え
ま
す
。

各
謹
手
当
の
法
改
正

法
律
改
正
に
よ
り
、
次
の
諸
手
当
が

外
国
人
諭
録
の
方
に
適
用
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま

す。▽
適
用
開
始
期
〓

聞
知
5
7
年
1
月
1
日
か
ら

▽
対
象
手
当
と
内
容

用
児
箱
手
当

1
8
才
未
満
の
堀
部
を
3
人
以
上
（
内

1
人
は
義
務
教
育
終
了
綱
で
あ
る
こ

と
）
慈
育
し
て
い
る
方
に
支
給
さ
れ
ま

す。
㈲
兄
武
挟
餐
手
当

次
に
該
当
す
る
1
8
才
水
瓶
の
見
通
の

母
、
又
は
糞
行
者
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

①
父
母
が
婚
期
を
解
消
し
た
児
董

②
父
が
死
亡
し
た
児
述

③
父
が
重
度
陣
評
者
（
身
障
手
帳
2

扱
以
上
）
　
で
あ
る
児
華

①
父
が
生
死
不
明
の
児
滝

㈲
特
別
児
載
挟
幾
手
当

2
0
才
米
湖
の
重
態
陣
評
者
〔
身
醗
手

帳
2
級
以
上
、
又
は
滋
脊
手
帳
を
お
持

ち
の
方
）
　
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

㈹
福
祉
手
当

待
命
に
か
か
わ
り
な
く
、
重
度
附
薯

児
（
㈲
に
同
じ
）
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

▽
以
上
の
他
に
、
支
給
条
件
か
あ
り
ま

す
の
で
、
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方

は
役
揚
禰
祉
係
へ
お
問
い
合
せ
下
さ
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華らしの中の灘相即

15日　成人の日　お年玉つき年賀はがきのお年玉柏せん会

見
本
を
見
て
コ
ー
ト
を
買
っ
た
が
、
届
い
た
品
物
は
見
本
と
違
う
。
返
品
し
だ
い
が

（
問
）
商
韓
告

バ
ー
コ
ー
ト
の
見
本
を

見
せ
ら
れ
、
気
に
入
っ

た
の
で
買
う
こ
と
に
し

ま
し
た
。
品
物
は
ー
週

間
後
に
郵
送
す
る
と
い

わ
れ
、
楽
し
み
に
し
て

い
た
の
で
す
が
、
届
い

た
コ
ー
ト
は
、
色
や
柄

は
同
じ
で
も
樹
質
が
ま

が
な
い
の
に
債
務
（
特
定
の
人
に
対

し
、
金
銭
を
払
っ
た
り
物
を
渡
し
た

り
す
る
法
律
上
の
義
務
）
の
本
旨
に

従
っ
た
屈
行
を
し
な
い
こ
と
　
－

分
か
り
や
す
く
い
う
と
、
法
律
上
の

．
約
束
遜
反
〟
の
こ
と
で
す
。
債
務

者
が
そ
の
債
務
の
本
旨
に
従
っ
た
施

行
を
し
な
い
と
き
は
、
償
椎
名
は
、

そ
の
韻
書
の
賠
償
を
謝
求
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
相
当
の
期
間

日
的
・
賦
行
な
ど
に
ょ
っ
て
決
め
ら

れ
ま
す
。
た
だ
、
こ
質
閑
の
場
合

は
、
品
質
表
示
の
面
で
も
明
ら
か
に

見
本
と
の
差
輿
が
見
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
売
主
は
債
務
の
水
雷
に
従
っ
た

履
行
を
し
た
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

つ
ま
り
、
あ
な
た
は
売
主
側
の
債

務
不
履
行
を
理
由
に
、
材
質
も
見
本

と
同
様
の
も
の
に
交
換
し
て
も
ら
う

か
、
契
約
を
解
除
し
代
金
を
返
し
て

る
で
遭
う
糎
悪
風
。
品
質
表
示
も
、

見
本
は
ウ
ー
ル
一
〇
〇
％
た
っ
た
の

に
、
現
物
は
化
繊
の
入
っ
た
混
紡
も

の
の
表
示
で
す
。
す
で
に
代
金
は
支

払
い
済
み
な
の
で
す
が
、
買
う
の
を

や
め
る
こ
と
は
で
き
る
の
で
し
ょ
う

（
答
）
に
鵬
諜
浩
一
盤

行
う
わ
れ
る
売
買
を
「
見
本
売
買
」

と
い
い
ま
す
。

こ
の
見
本
売
買
は
、
見
本
に
よ
っ

て
商
品
の
性
質
・
牲
能
を
保
謳
す
る

非
難
契
約
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
店

頭
な
ど
で
見
せ
ら
れ
た
見
本
と
、
実

際
に
引
き
渡
さ
れ
た
品
物
が
通
う
場

合
は
、
亮
主
は
偵
費
不
履
行
の
賞
任

を
負
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

債
務
不
履
行
と
は
、
債
務
者
（
こ

の
場
合
は
売
主
）
が
、
正
当
な
理
由

不
完
全
尾
行

見
本
と
同
じ
も
の
に
交
換
し
て
も
ら
う

か
契
約
を
解
除
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

を
定
め
て
そ
の
履
行
を
倣
生
し
て
契

約
の
解
除
を
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す。
債
務
不
履
行
に
は
、
定
め
ら
れ
た

期
限
に
履
行
き
れ
な
い
場
合
（
履
行

遅
滞
）
、
履
行
で
き
な
く
な
っ
た
場

合
（
履
行
不
純
）
、
顧
行
し
た
が
不

完
全
は
吻
合
（
不
完
全
服
行
）
の
三

つ
の
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
が
、
ご
質

問
の
内
容
は
不
完
全
胤
行
に
当
た
り

ます。
一
般
的
に
、
見
本
と
品
物
と
が

遮
っ
て
い
る
か
ど
う
か
の
判
断
は
、

買
主
の
主
観
だ
け
で
決
め
ら
れ
る
も

の
で
は
な
く
、
そ
の
契
約
や
取
引
の

も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
最
近
は
、
商
品
が
記
誠
さ

れ
て
い
る
カ
タ
ロ
グ
や
パ
ン
フ
レ
ク

ト
、
新
聞
広
岱
な
ど
で
品
物
を
選
ぶ

い
わ
ゆ
る
〝
カ
タ
ロ
グ
販
売
〟
が
盛

ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
協
会

も
、
カ
タ
ロ
グ
な
ど
に
楽
か
れ
て
い

る
郵
柄
と
、
実
際
に
届
い
た
品
物
の

内
容
が
遜
っ
て
い
る
と
さ
は
、
見
本

売
賢
の
と
き
と
同
じ
よ
う
に
、
親
密

賠
償
の
翻
求
や
契
約
の
解
除
が
で
き

ます。な
お
、
割
賦
販
売
の
場
合
は
、
見

本
や
カ
タ
ロ
グ
と
受
け
取
っ
た
商
品

と
が
述
う
と
き
は
、
契
約
を
解
除
で

き
る
旨
を
契
約
蕊
に
諒
職
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
買
う
前
に
、
も
う
一
度
契
約
湾

を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

次
回
は
、
「
債
務
不
履
行
⑤
」
で

す。

き
関
田
田
園
回
書
－

1
2
月
1
日
付
で
役
場
職
員
の
異
動
を

行
い
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

す
。
（
　
）
内
は
旧
所
崩
で
す
。

税
務
課
艮
　
別
田
末
広
（
同
和
対
策
笠

皮）

同
和
対
策
笠
技
　
東
棟
敏
行
（
同
和
対

策
室
係
岐
）

お
ん
が
短
歌
会
談
華

河
中
郡
護
先
生
遮

雑
∴
∴
蚊

海
に
沿
う
通
路
の
店
は
乾
く
音
聞
こ
ゆ

る
ご
と
く
無
手
し
お
り井

　
口
　
鮒
∴
千

秋
す
す
き
の
捕
れ
て
な
び
け
る
野
の
彼

力
杉
の
林
に
大
き
日
の
渡
る

大
∴
場
　
房
　
江

通
じ
え
ぬ
思
い
を
胸
に
革
の
穂
を
扱
き

て
は
捨
つ
る
煽
る
途
み
ち

白
　
石
　
敏
　
子

川
口
よ
り
吹
き
乗
る
風
に
水
緻
た
ち
映

え
し
城
山
水
面
に
揺
れ
る

亜
∴
広
∴
∴
∴
鵬

思
い
出
の
街
は
変
れ
ど
変
ち
ぎ
る
稲
の

欄
千
手
を
触
れ
て
み
る宮

中
　
高
時
　
・
目
差
∴
∴
．
十
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表1　地区別受診率

∴ �対象者数 （人） �受診者赦 （人） �職　業　別　受∴診　看　赦（人） �����受診率“ （％） 主　　婦 �農∴∴渠 �自営業 �給与所得者 �その他 

島　津 �36 �19 �6 �9 �0 �2 �12 �52．78 

若　松 �126 �55 �19 �19 �7 �6 �4 �43．65 

鬼　浄 �196 �93 �31 �47 �5 �4 �6 �47．45 

尼　崎 �179 �90 �39 �32 �5 �12 �2 �50．28 

別　府 千代∵丸 �461 �180、 �89 �37 �9 �38 �7 �39．04 

今古焚 �144 �80 �45 �15 �5 �14 �1 �55．56 

上別府 �227 �144 �74 �39 �3 �18 �10 �63．44 

若菜台 �24 �4 �3 �0 �0 �1 �0 �16．7 

虫生活 �259 �131 �76 �21 �1 �18 �15 �50．58 

洩　木 �250 �143 �61 �28 �6 �22 �26 �57．2 

東和苑 �433 �185 �124 �0 �1　8 �32 �21 �42．73 

木　守 �196 �101 �40 �42 �3 �12 �－　4 �51．53 

老　良 �72 �42 �18 �18 �1 �4 �1 �58．33 

遠賀IiI �324 �147 �94 �1 �20 �23 �9 �45．37 

新　町 �402 �189 �135 �0 �8 �27 �19 �47．01 

旧　停 �127 �67 �44 �2 �5 �10 �6 �52．76 

広∴∴源 道　欝 �284 �126 �65 �19 �7 �19 �16 �44．36 

松の本 �259 �139 �101 �9 �1 �19 �9 �53．67 

東　町 �132 �51 �34 �0 �0 �10 �7 �38．64 

凸i∴l耳 �82 �25 �17 �0 �0 �4 �4 �30．49 

中　央 �195 �69 �46 �0 �2 �13 �8 �35．38 

計 �4．408 �2．080 �1．161 �338 �96 �308 �177 �47．2 

言‡「一一一一三三＿ ���20才未満 �20－24車－29 ��中一坤35－39 ��40－44 �45－491 �150－坤55－59 ��60－64i計 

76 �404 �1461 �一一一一計一言 ��552 �528 �436 �405 �308 �4，4鈎 2，080 

3 �46 �153 ���298 �273 �224 �237 �207 
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26日　第37回　国民体育大会　冬季大会（一29日栃木県）

三
三
、
三
婦
人
健
康
診
査
結
果
報
告

％〇
〇％〇

〇％％6％00に
J

遠
賀
町
で
は
、
昭
和
5
3
年
度
か
ら
裏

庭
の
主
婦
や
自
営
業
縛
の
婦
人
に
対
す

る
健
瞭
珍
盃
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

健
康
な
人
に
対
し
て
は
、
よ
り
よ
い

健
康
を
保
持
し
、
肥
満
・
轟
血
圧
・
貧

血
尊
の
い
わ
ゆ
る
半
健
原
人
に
対
し
て

は
、
疾
病
に
お
ち
入
る
こ
と
を
防
止
し

町
民
の
方
す
べ
て
が
儀
慮
な
生
活
を
送

ら
れ
る
こ
と
を
目
標
に
、
今
年
も
8
月

1
8
日
か
ら
9
月
鳩
目
ま
で
延
〓
日
間
実

施
し
ま
し
た
が
、
集
計
結
果
が
で
き
ま

し
た
の
で
報
告
し
ま
す
。

地

区

別

受

診

率

表
1
は
地
区
別
受
診
状
況
を
現
わ
し

て
い
ま
す
。

対
象
者
は
1
8
歳
以
上
、
統
裁
未
満
の

女
性
で
そ
の
数
は
4
、
1
0
8
人
、
受

診
者
は
2
、
0
8
0
人
、
受
診
率
4
7
・

2
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
受
診
率
の
窟

い
地
区
は
上
別
府
、
老
良
、
浅
木
の
順

と
な
っ
て
い
ま
す
。
受
診
率
の
低
い
地

区
は
窮
策
台
が
一
番
低
い
で
す
が
、
対

象
者
数
が
他
地
区
に
比
べ
藷
し
く
少
な

い
た
め
何
と
も
言
え
ま
せ
ん
。
次
い
で

西
肘
、
中
央
と
な
っ
て
い
ま
す
。

健
康
診
断
は
、
健
康
で
あ
る
こ
と
を

確
認
し
、
さ
ら
に
健
康
増
進
を
関
る
た

め
に
大
切
な
も
の
で
す
。
ま
た
病
気
を

持
っ
て
い
な
か
ら
気
づ
い
て
い
な
い
人

や
、
病
気
の
も
と
に
な
る
異
常
な
状
態

に
あ
る
人
を
早
期
に
発
見
す
る
た
め
に

有
効
な
方
法
で
す
。
こ
う
い
う
機
会
を

逃
す
こ
と
な
く
、
一
人
で
も
多
く
の
人

が
受
診
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
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職
業
別
受
診
番
数

受
診
し
た
人
を
主
矧
、
農
薬
、
自
営

業
、
給
与
所
得
者
、
そ
の
他
（
学
生
、

バ
ー
ト
等
）
と
、
5
項
目
に
職
薬
分
欲

し
、
同
じ
く
表
－
に
ま
と
め
ま
し
た
。

年

令

別

受

診

率

敦
2
の
よ
う
に
受
診
状
況
を
年
令
別

に
見
る
と
、
釦
践
未
満
の
人
の
受
診
率

が
低
い
の
か
わ
か
り
ま
す
。

成
人
病
は
碧
い
と
き
か
ら
の
永
年
の

生
活
様
式
が
影
耕
し
て
、
慢
性
に
お
こ

っ
て
く
る
病
気
で
す
か
ら
、
常
に
自
分

の
健
厳
状
態
を
機
会
あ
る
こ
と
に
知
り

他
校
に
自
信
を
持
ち
た
い
も
の
で
す
。

検
　
診
　
結
　
果

稲
々
の
検
査
を
行
い
ま
し
た
が
、
そ

の
中
で
肥
翻
、
高
血
圧
、
貧
血
の
検
診

結
果
を
一
指
し
て
地
区
別
に
閑
l
の
よ

う
に
ま
と
め
ま
し
た
。

1
　
肥
満
に
つ
い
て

太
っ
て
い
ろ
人
は
、
や
せ
た
人
よ
り

各
器
に
負
担
が
多
く
、
成
人
病
に
も
な

り
や
す
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
特
に
糖

尿
病
、
高
血
圧
、
心
筋
硬
蕊
、
痛
風
、

膝
の
関
節
炎
な
ど
が
起
こ
り
や
す
く
な

り
ま
す
の
で
、
太
り
過
ぎ
と
判
定
さ
れ

た
人
は
、
減
壷
に
心
掛
け
た
い
も
の
で

す。
判
定
は
、
十
一
1
0
％
の
範
囲
を
正
常

＋
1
0
％
以
上
の
人
を
肥
満
と
し
て
集
計

し
て
い
ま
す
。

2
　
高
血
圧
に
つ
い
て

諦
血
出
は
、
脳
卒
中
や
心
臓
病
の
引

き
が
ね
に
な
り
ま
す
の
で
、
正
し
い
血

圧
鰭
理
が
必
要
で
す
。

今
回
一
度
だ
け
の
検
診
で
、
血
臆
が

商
か
っ
だ
か
ら
と
神
経
質
に
な
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。
正
し
い
血
圧
値
は
、

口
を
改
め
て
何
度
も
測
定
し
た
う
え
で

自
分
の
平
常
の
血
圧
値
を
つ
か
み
た
い

も
の
で
す
。

血
圧
の
判
定
基
準
は
、
W
H
O
（
世

界
保
健
磯
雄
）
に
従
っ
て
、
1
－
0
未
満
／

0
0
末
綱
を
正
常
血
圧
、
朋
～
1
－
0
／
9
4
～

0
0
を
境
界
高
血
圧
、
脚
以
上
／
9
5
以
上

を
嵩
血
圧
と
し
て
い
ま
す
。

3
　
貧
血
に
つ
い
て

貧
血
と
い
う
の
は
、
血
液
が
汚
い
状

態
を
い
う
の
で
あ
っ
て
、
血
が
少
な
く

な
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
わ
た
し
た

ち
の
血
液
は
、
亜
的
に
は
体
重
の
1
両

の
剤
合
で
一
定
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の

中
に
含
ま
れ
て
い
ろ
血
色
素
や
、
赤
血

球
の
淑
戊
に
問
題
が
堂
し
て
き
た
靭

合
、
貧
血
と
い
い
ま
す
。
特
に
妊
鮪
の

賜
合
は
、
妊
娠
中
謡
窪
や
、
卑
賎
、
流

離
な
ど
を
起
こ
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

貧
血
に
な
る
と
、
め
ま
い
、
耳
鳴
り
、

思
さ
れ
、
疲
れ
や
す
い
、
か
ら
だ
が
だ

る
い
な
ど
の
症
状
が
で
て
き
ま
す
が
、

多
く
は
食
生
活
に
原
因
が
あ
り
ま
す
。

長
い
間
の
架
設
の
片
寄
り
で
必
要
な
蛋

白
質
、
鉄
分
な
ど
が
不
足
し
て
起
こ
り

ま
す
。
ほ
か
に
は
、
造
血
黙
官
の
ど
こ

（
8
ペ
ー
ジ
に
続
く
）
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町営遠賀霊園の永代使用料を改正します
町営選嬉懇園の永代使用料を醐加57年1月1日から下表のと

おり改正いたしますのでお知らせします。

覿∴別・区分国道基地I芝生墓地 ����自由製胸臆石議 

町 �1 �55，000 �50．000 ��61．000 �6 �500 

内 � �62，500 �54 �000 �69，500 �7 �．000 

町 外 �改　正‘‘ �60500 �55 �000 �67，500 �7 �，000 

改　正　後 �68．000 �59 �000 �76，000 �7 �500 

※∴単価は1平方メートル当りを示す。

毎　日　が　　防火デーです　　ぼ　く　の家

か
に
故
障
が
あ
る
と
か
、
寄
生
虫
の
場

合
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
原
因
を
取
り
除

く
こ
と
が
大
切
で
す
。

判
定
基
準
は
、
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
没
庇

n
～
1
2
g
／
詔
を
軽
度
の
貧
血
と
し
、

n
g
／
必
以
下
を
貧
血
と
し
ま
し
た
。

図
2
は
、
肥
満
、
高
血
圧
、
貧
血
の

検
査
詰
架
を
職
業
別
に
み
ま
し
た
。

主
婦
、
自
営
業
、
そ
の
他
に
は
、
肥

満
者
が
多
く
、
貧
血
は
主
婦
に
多
く
み

ら
れ
、
農
薬
、
自
営
業
の
人
に
血
圧
の

高
い
人
が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

－
∴
組
合
判
定

婦
人
健
康
検
査
で
は
、
前
記
に
述
べ

て
き
た
検
査
の
は
か
に
も
多
く
の
検
査

を
行
い
ま
し
た
が
、
す
べ
て
の
検
査
成

鎖
結
果
を
次
の
よ
う
に
判
定
基
準
を
き

め
、
表
2
に
年
令
別
に
示
し
ま
し
た
。

o
異
常
な
し
　
－
　
健
康
者

o
要
経
過
観
察
又
は
日
常
生
活
上
の
注

悪
の
あ
る
人
、
治
瑛
中
の
人
、
要
語

密
検
査
の
人
　
－
　
半
値
線
香

。
治
療
の
必
要
の
あ
る
人
　
－
　
要
治
療

者5
　
検
鯵
月
田
に
つ
い
て

今
回
検
診
を
受
け
ら
れ
た
人
は
、
お

手
元
の
健
康
手
帳
（
検
診
箱
果
表
）
を

ご
覧
に
な
る
る
と
お
わ
か
り
の
よ
う
に

い
ろ
ん
な
記
録
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

。
「
異
常
な
L
L
I
1
－
今
回
の
検
診
の

範
囲
内
で
は
、
ど
こ
に
も
健
康
素
顔

う
よ
う
な
因
子
は
発
見
さ
れ
な
か
っ

た
と
い
う
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
一

回
の
検
診
で
正
常
だ
か
ら
と
い
っ
て

次
の
検
診
を
受
け
な
く
て
よ
い
、
と

思
い
込
ん
だ
り
、
ま
た
不
駁
生
の
生

活
を
し
て
よ
い
と
い
う
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

健
康
に
向
っ
て
、
毎
日
規
則
正
し

い
生
活
を
す
る
こ
と
が
生
活
管
理
の

基
本
で
す
。

。
「
衰
経
過
観
察
」
　
－
　
こ
れ
か
ら
の

健
康
管
理
に
あ
な
た
も
診
断
し
た
医

師
も
、
十
分
注
意
し
て
経
過
を
見
よ

う
と
い
う
こ
と
で
す
。

。
「
衷
再
検
」
　
－
　
検
査
数
値
が
正
常

値
範
囲
よ
り
少
し
高
か
っ
た
り
、
や

や
異
常
と
判
断
で
き
る
こ
と
が
あ
っ

た
り
し
て
、
病
気
の
有
無
、
そ
の
種

皮
を
さ
ら
に
再
検
査
で
正
し
く
、
知

ろ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

。
「
要
冷
感
L
 
I
I
検
査
所
見
の
う
え

で
、
異
常
と
お
も
わ
れ
る
部
分
が
あ

り
、
医
師
の
治
題
を
受
け
た
ほ
う
が

よ
い
と
い
う
人
で
す
。

以
上
昭
和
鶉
年
度
の
婦
人
触
診
結

果
を
述
べ
て
き
ま
し
た
。
当
町
で
は
、

「
遠
賀
町
民
健
康
づ
く
り
推
進
会
談
」

の
も
と
種
々
の
健
控
づ
く
り
に
取
組
ん

で
い
ま
す
。
一
人
で
も
多
く
の
人
が
健

康
で
明
る
い
日
々
が
送
れ
る
よ
う
健
康

管
理
に
努
め
た
い
も
の
で
す
。

新
町
駐
車
場
月
極
利
用
申
込
み
を
受
付
け
ま
す

か
ね
て
か
ら
計
画
中
の
新
町
駐
車
場

増
設
工
邸
が
粥
年
1
2
月
末
に
完
成
し
ま

す
の
で
、
昭
和
5
7
月
1
月
5
日
（
火
）

か
ら
月
極
利
用
申
込
み
の
受
付
け
と
利

用
契
約
を
行
い
ま
す
。
利
周
御
希
望
の

方
は
印
鑑
を
持
参
し
、
車
両
番
号
を
確

認
の
上
、
役
場
財
務
課
窓
口
へ
お
い
で

下
さ
い
。

一
、
月
極
使
用
料
　
二
千
円

（
契
約
期
間
は
5
7
年
3
月
3
1
日
ま
で
）

二
、
滴
車
に
な
り
次
第
締
切
ら
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
（
7
3
区
画
）

i

日
日
日
日
－
易
劃

’
i
〃
－
1
〃
l
l
■
＿
′
′
■
＿
●

一

i

i

i

i

i

の
H
I
一
題

成

人

式

の

案

内

成
人
　
－
　
晴
れ
て
大
人
の
仲
間
入
り

を
さ
れ
る
2
0
歳
の
み
な
さ
ん
、
法
律
的

に
も
一
人
の
社
会
人
と
し
て
、
新
し
い

ス
タ
ー
ト
に
胸
を
ふ
く
ら
ま
せ
て
い
ろ

こ
と
で
し
ょ
う
。

遠
賀
町
で
は
、
次
の
と
お
り
記
念
行

邸
を
行
い
ま
す
の
で
ぜ
ひ
参
加
下
さ

▽
日
　
時
∴
陥
和
5
7
年
1
月
1
5
日
（
金
）

的
膀
∵
（
1
2
時

▽
域
∴
所
　
中
央
公
民
館
2
関
大
ホ
ー

▽
式
∴
典
。
諦
念
灘
波

演
題
　
「
人
生
に
処
す
る

通」講
師
　
篠
栗
町
二
の
滝
寺

桐
生
　
公
俊
先
生

。
記
念
撮
影
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今年1月11日出初式にて

（暖波小学校）

しめたはず　しまったはずでも　もう一度

底
井
野
姥
（
そ
の
2
）

姥
は
群
衆
の
ざ
わ
め
き
を
静
め
ろ
と

共
に
、
や
ぐ
ら
の
廻
り
を
、
ひ
ろ
く
取

り
ま
い
て
手
を
た
た
き
、
足
元
を
シ
ッ

カ
リ
踏
付
け
な
が
ら
「
婆
さ
ん
の
天
昇

り
」
と
大
き
な
声
で
叫
ん
で
廻
わ

る
よ
う
に
指
示
し
た
。

そ
れ
で
も
醇
衆
は
、
な
か
な
か

す
ぐ
に
応
じ
よ
う
と
し
な
い
。
そ

こ
で
姥
は
「
あ
ん
た
達
は
、
わ
し

が
喜
う
こ
と
を
間
か
ん
と
天
に
登

ら
ん
は
な
い
」
と
、
櫓
の
上
に
す

わ
っ
て
し
ま
っ
た
。

そ
の
一
喝
に
群
集
は
姥
の
言
う

通
り
に
、
櫛
の
ま
わ
り
を
大
き

く
取
り
ま
き
、
「
婆
さ
ん
の
天
昇

り
」
　
と
い
い
な
が
ら
廻
り
た
し

た
。
姥
は
お
も
む
ろ
に
立
ち
あ
が

り
柏
手
を
う
ち
、
お
こ
そ
か
に
何

や
ら
呪
言
を
と
な
え
だ
し
た
。

朝
か
ら
盛
り
気
味
の
空
に
は
、

こ
の
頃
に
な
る
と
一
層
雲
が
多
く
な
っ

て
き
た
。
群
集
は
雲
行
き
の
は
や
く
な

っ
て
き
た
空
を
仰
ぎ
な
が
ら
「
婆
さ
ん

の
天
昇
り
」
を
つ
づ
け
て
い
た
。

姥
は
呪
言
を
終
る
や
、
群
集
を
見
お

ろ
し
、
そ
の
行
動
を
ゼ
ス
チ
ャ
ー
よ
ろ

し
く
制
止
し
た
。

姥
は
一
段
と
声
を
ハ
リ
上
げ
て
、

周
り

h
u

「
今
、
天
の
神
様
に
お
伺
い
を
た
で
た

ら
、
今
日
は
神
様
の
こ
き
げ
ん
か
、
と

っ
て
も
憩
い
。
そ
の
種
拠
に
空
は
笈
っ

ち
今
日
は
天
に
昇
る
こ
と
は
ナ
ラ
ン
、

□
を
か
・
一
笑
〇
月
〇
日
に
昇
れ
チ
言
い

ご
ざ
る
。
遠
い
と
こ
ろ
か
ら
も
粟
デ
く

い
っ
た
。

薄
梁
の
お
っ
た
跡
は
、
さ
し
も
の
芦

も
き
れ
い
に
踏
み
な
ら
さ
れ
て
い
た
。

夕
空
を
野
鵬
が
数
十
羽
、
ね
く
ら
を

と
ら
れ
た
悲
し
み
の
よ
う
な
声
を
即
し

飛
び
去
っ
て
い
っ
た
。

次
の
予
定
日
も
相
の
位
膿
を
か
え
再

び
同
じ
よ
う
な
こ
と
を
終
替
し
た
と
い

えノ。

か
く
て
、
芦
ケ
外
の
地
も
実
用
に
な

った。

消
防
団

年
末
特
別
警
戒

年
の
瀬
い
よ
い
よ
押
し

謹
ま
っ
た
時
あ
ま
り
の
忙

し
さ
に
、
つ
い
つ
い
火
の

後
始
末
を
忘
れ
、
気
が

つ
い
た
時
は
も
う
千
着
く

れ
、
一
瞬
に
し
て
生
命
、

地
域
振
興
母
集
団
に
よ
る
虫
牛
津
一

岡
地
遊
戯
工
事
に
よ
り
消
滅
し
て

し
ま
っ
㌔
∴
∴
∴
∴
∴
∴

野
粥
謹
告
続
一

輝
繍
磐
）
を
引
用
し
た
も
の
で
あ
一

る。

な
お
、
筑
約
続
風
土
記
（
一
七

九
三
割
）
に
も
贋
井
野
姥
ケ
遮
あ

り
と
記
さ
れ
い
る
。

統
風
土
記
拾
遜
（
一
八
三
〇

財
閥
を
な
く
し
て
し
ま
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
気
の
ゆ
る
み
を
、
引
き

締
め
る
た
め
に
、
消
防
団
は
年
末
特
別

縮
減
を
行
い
ま
す
。

▽
日
　
時
∴
胴
和
5
6
年
1
2
月
2
6
日
（
士
）

－
1
2
月
0
0
〓
（
水
）

2
0
時
～
2
4
時
ま
で

郡
内
合
同
出
初
式
の

案
　
内

新
馨
を
か
ざ
る
、
郡
内
合
同
出
初
式

を
次
の
と
お
り
挙
行
し
ま
す
。

郡
内
合
同
出
初
式
は
、
徳
雄
l
月
の

第
2
日
曜
日
に
四
方
町
、
持
ち
回
り
を

し
、
今
回
は
水
巻
町
で
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
式
典
に
は
、
分
列
行
進
、
機
関

作
動
、
小
隊
訓
練
、
ポ
ン
プ
採
法
等
数

多
く
の
抜
錨
が
あ
り
、
ま
た
、
客
表
彰

者
の
伝
運
式
も
行
わ
れ
、
こ
の
式
典
に

華
を
添
え
る
べ
く
、
祝
質
放
水
が
行
わ

れ
ま
す
。

▽
主
∴
槌
∴
識
面
知
誼
力
肝
消
防
圃

▽
日
　
時
　
旧
知
5
7
位
1
月
的
‖
六
日
）

1
0
時
～
1
2
時

∇
甥
∴
所
　
水
巻
慈
中
学
校
々
庭

「
理
詰
劉
！
．

行
　
い
ま
す

1
月
1
5
日
か
ら
2
月
1
5
日
ま
で

は
野
犬
の
薬
殺
期
間
に
な
っ
て
い

ま
す
。
愁
え
さ
の
設
嗣
場
所
に
は

赤
旗
を
立
て
て
い
ま
す
の
で
、
現

在
飼
っ
て
お
ら
れ
る
愛
玩
動
物

は
、
絶
対
に
付
近
に
近
づ
け
な
い

で
下
さ
い
。

れ
ち
ゃ
っ
た
が
、
こ
ん
ど
は
間
速
い
の

う
界
ら
す
チ
祁
熊
も
冨
い
ご
ざ
る
き
、

そ
の
日
に
は
ぜ
ひ
と
も
来
チ
や
ん
な
さ

い
」
と
い
っ
て
サ
ッ
サ
と
我
が
家
へ
引

き
揚
げ
て
し
ま
っ
た
。

群
集
は
呆
気
に
と
ら
れ
、
そ
の
甥
を

離
れ
よ
う
と
も
し
な
か
っ
た
が
、
仕
方

な
く
無
表
情
に
三
々
五
々
と
立
去
っ
て

頃
）
に
は
、
さ
ら
に
、
塚
上
に
松
一
株

頼
り
云
々
と
あ
る
。
ま
た
、
同
所
に
あ

っ
た
庚
申
抵
（
宝
船
6
年
日
月
）
は
西

町
旧
山
の
神
山
に
運
ば
れ
、
今
淋
し
く

輩
を
語
っ
て
い
る
。

（
市
野
千
年
）

直
方
線
の
バ
ス
が

増
便
に
な
り
ま
し
た

1
2
月
n
H
か
ら
西
鉄
バ
ス
南
方
線
が

往
復
同
便
増
発
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
同
日
か
ら
両
方
営
業
所
発
1

億
、
八
幡
営
業
所
発
2
僕
が
、
遠
賀
掃

絞
ま
で
叢
下
校
時
に
遊
行
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
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轟薫蒸赤ちゃん

遠賀川（今古墳114番地の3）

亀崎　雄一くん

（籠さんの瑚）
昭和56年8月2日生

おじいちゃん、おばあちゃ

んこ可愛かってもらって、元

気いっぱい育っています。

強くて、たくましいおとこ

の子に育ってほしいと思って
いますが、少し泣きペソなの

で心配です。

広渡1748番地の3

小西　義輝くん

（書手さんの瑚）
昭和55年12月28日生

年の瀬に埋まねたので、お
正月どころではなかった僕も

今は、音楽が大好きな我家の
ちらかし暁で、家中大荒れで
す。でも、わんぱくでもい

い、元気に育って欲しいと願

っています。

1月分し尿くみ取り予定表

大型車くみ取り地区　　i　　小型車くみ取り地区

田町、木守　　　　　　　　i　出生津、上別府（花園）

5（火）一　月2回くみ取り家庭 車2回くみ取。家踵

三上聖上聖二＿望木の‾郎　＿＿＿「＿＿＿
i　木守、広淡、松の水

嵩整禁書二一一
日聡、尾崎

L4（木）I胴体（旧3号繚融の

尉一驚告示
19（火） 鬼津（山水羅）、砦松、別府

（高瀬）

20（水））新町
－i　－　一一一　　一　－－－　－　一

芸苫くみ中空
新町、広淡（中卒田）

別府、士別府（商家）、‾盾淳二
地建遊＿＿＿－＿＿

十二二三
十一一一一
I月2回くみ取り家庭

（ユニード前通り－一部）、

竺聖l今市質、雪上，，∴∴言説信輔、邪松、松の木

繁昌：議“賂羊蹄掴，
30（上）l浅六　　　　　　　　　一　浅春、小蔦樹、鉦唆

町 �も な い ゴ ミ �鹿 児 畠 本 �鹿 児 �大 型 

内 金 ���畠 
線 �本 線 �家 
よ り 南 側 �よ り 北 側 �陵 ゴ 

域 ��地 区 �地 区 �t 

プ　空 � � �′く　テ 

1 月 13 �ラガ スン チ、 ツ空 �l i月 �1 月 �ツレ トビ 机冷 

日 及 び �クビ 製ン 早： �i2， 白 水 �13 日 �、蔵 い庫 す、 、家 白兵 転、 車延 等具 

力 ゴラ �� 

1 �ムス 等紫 蘭 結， ��水 

月 ��i � 

27 日 ����ふ 

引 I ���と ん 

ゆ　く　年　　く　る　年　　み　ん　な　で　防　犯

ン
　
検
　
診

1
月
2
7
日
（
水
）

受
付
　
1
3
時
－
1
3
時
5
0
分

検
診
　
1
3
時
5
0
分
～

中
央
公
民
館
（
役
場
横
）

町
内
在
住
の
婦
人

50名
無
料

妊

▽
期
　
日

▽
晴
∴
間

∇
揚
∴
所

▽
対
象
者

▽
持
参
品

▽
内
∴
蓉

婦
　
柏
　
繊

1
月
5
日
（
火
）

9
時
0
0
分
ま
で
に
お
い
で

下
さ
い
。

役
場
保
健
室

妊
産
婦

印
鑑
（
母
子
手
帳
を
受
領

す
る
人
の
み
）

産
削
、
産
後
の
す
ご
し
方

妊
婦
体
操

母
子
手
帳
交
付

無
料

▽
名
　
称

▽
届
出
先

▽
届
出
期
限

松
河
戸
共
同
墓
地

愛
知
県
春
日
井
市
松
河
戸

町
8
2
4
番
地
　
観
音
寺

偶
語
0
5
6
8
　
（
8
1
）

凋
和
舐
年
1
2
月
3
1
日

の
網
口
．
謬

無
縁
墳
墓
の
改
葬

関
係
者
は
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

⑱
所
在
地
　
愛
知
県
春
日
井
市
松
河
戸

町
安
賀
2
2
3
9
0
、
2

2
4
0
番
地

1
月
分
ゴ
ミ
収
集
予
定
表
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▽　　　▽　▽

陽　　時　期

所　　間　口

飲んだら　乗る　な．／　乗る　な　ら∴飲むな．／
－飲酒運転を追放　し　ま　し　ょ　う－

乳
　
児
　
相
　
識

▽
対
象
者

▽
持
参
品

▽
内
　
容

▽
料
　
金

帥一

飼
1
月
1
2
日
（
火
）

9
時
5
0
分
～
1
0
時
5
0
分
ま

で
に
お
い
で
下
さ
い
。

役
場
保
健
室

葦
後
7
～
1
2
カ
月
児

母
子
手
帳

体
重
、
身
長
等
の
測
定

離
乳
食
等
の
相
談

無
料い

犬
取
締
り

及
び
野
犬
捕
獲

条
例
　
（
抜
粋
）

こ
の
条
例
は
、
犬
に
よ
る
人
身
、
家

務
、
農
作
物
、
そ
の
他
に
対
す
る
危
聾

を
防
止
し
、
も
っ
て
公
衆
衛
生
の
向
上

及
び
社
会
生
活
の
安
全
を
図
る
こ
と
を

田
的
に
制
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
飼
い
主
は
、
飼
い
犬
を
け
い
翻
し
て

お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

○
何
人
も
犬
を
捨
て
て
は
な
ら
な
い
。

○
飼
い
犬
が
人
を
か
ん
だ
時
は
、
飼
い

主
は
す
み
や
か
に
町
長
に
届
け
出
て

そ
の
指
導
を
受
け
る
と
と
も
に
、
そ

の
飼
い
犬
を
獣
医
師
に
検
診
さ
せ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
人
を
か

ん
だ
飼
い
犬
の
飼
い
主
は
、
獣
医
師

の
鑑
定
欝
を
町
長
及
び
被
害
者
に
提

出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

お

も

ち

が

ノ

ド

に

つ
　
か
え
た
ら

．
〝
．
∵
一
－
∴
竺
－
誌
‥
4
9
∴
∴
′
－
－

国
　
お
正
月
は

お
も
ち
け
こ
C

注進　－。お
も
ら
が

ノ
ド
に
つ
か

え
て
若
し
み
な
か
に
は
窒
息
死
す
る

人
も
い
ま
す
。
多
く
は
七
十
歳
以
上

の
お
年
寄
り
で
す
が
、
お
も
ら
を
食

べ
る
と
き
は
十
分

た
つ
の
上
な
ど
に
腹
ば
い
に
さ
せ

て
、
上
半
身
が
垂
れ
下
が
る
よ
う
に

し
て
、
暗
中
の
共
ん
中
を
ボ
ン
と
幼

い
よ
く
た
た
い
て
、
吐
き
出
さ
せ
ま

す。
∇
と
れ
な
い
時
は
△

引
き
出
す
こ
と
も
で
き
ず
、
‖
袋

に
も
落
ち
ず
、
だ
ん
だ
ん
朗
色
が
憩

く
な
る
よ
う
な
勃

気
を
つ
け
る
よ
う

に
、
注
悉
し
ま
し

よ

う

〇

　

　

　

一

ソ

▽
ゆ
っ
く
り
　
　
　
　
ブ

食
べ
る
△

お
も
ら
は
消
化

が
よ
い
の
は
磯
か
で
す
が
、
粘
り
気

が
強
い
の
で
、
よ
く
か
ま
な
い
で
飲

み
込
む
の
は
危
険
で
す
。
お
年
寄
り

に
は
、
う
ん
と
や
わ
ら
か
く
す
る

か
、
小
さ
く
し
て
、
ゆ
っ
く
り
か
ん

で
、
食
べ
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

▽
も
し
、
つ
か
え
た
ら
△

口
を
大
き
く
あ
け
さ
せ
て
、
中
に

お
も
ち
か
見
え
る
と
き
は
、
指
で
引

っ
張
り
出
し
ま
す
。
あ
る
い
は
、
こ

合
に
は
、
一
刻
も

猶
予
は
な
り
ま
せ

ん
。
上
半
身
を
轟

め
に
し
て
寝
か

せ
、
近
く
の
医
師

を
呼
ぶ
こ
と
で

す。
お
も
ち
と
い
っ
し
ょ
に
、
入
れ
歯

を
飲
み
込
み
、
入
れ
歯
が
ノ
ド
ほ
引

っ
か
か
っ
た
と
き
も
、
す
ぐ
に
医
師

に
連
絡
し
ま
し
ょ
う
。

▽
と
り
出
せ
た
ら
△

楽
な
姿
勢
で
休
ま
せ
、
温
か
い
お

茶
を
飲
ま
せ
た
り
背
中
を
さ
す
っ
た

り
し
て
、
気
分
も
落
ち
着
か
せ
て
あ

げ
ま
し
ょ
う
。

年
末
か
ら
年
始
に
か
け
て
、
佃
か
と

潮
を
飲
む
機
会
が
多
く
、
酒
酔
い
運
転

や
酒
気
常
び
那
鯨
に
よ
る
交
通
事
故
が

ふ
え
ま
す
。

「
あ
ま
り
配
っ
て
い
な
い
と
思
っ
た

ので」
「
少
し
し
か
飲
ん
で
い
な
い
か
ら
」

「
ひ
と
休
み
し
て
酔
い
が
さ
め
だ
と

思
っ
た
か
ら
L

I
こ
れ
が
、
酒
酔
い
お
よ
び
酒
気

轄
び
運
転
者
の
．
自
己
弁
艶
〟
の
主
な

も
の
で
す
か
、
自
分
勝
手
な
甘
い
判
断

で
、
非
珍
な
交
通
部
敬
が
多
発
し
て
い

ます。補
間
煤
で
は
、
1
2
月
日
日
か
ら
米
華

1
月
1
0
日
ま
で
を
、
「
年
末
・
年
始
の

交
通
安
全
県
民
過
勤
」
と
し
て
強
力
な

取
り
締
り
を
行
い
ま
す
。

実

験

続

某

か

ら

酒
脚
d
（
一
合
）
を
飲
ん
で
の
迅
転

実
験
を
行
っ
て
み
ま
し
た
。

ブ
レ
ー
キ
の
踏
み
方

踏
み
遅
れ
が
め
だ
っ
た
ほ
か
、
脚
部

の
動
作
が
あ
ら
あ
ら
し
く
乱
暴
に
な
り

2
時
間
た
っ
て
も
ま
だ
飲
酒
前
の
状
態

に
回
復
し
な
か
っ
た
。

ア
ク
セ
ル
、
ク
ラ
ッ
チ
の
踏
み
方

踏
み
方
が
粗
燕
に
な
り
、
急
発
進
、

エ
ン
ス
ト
、
変
速
チ
ェ
ン
ジ
な
ど
の
迎

穀
の
的
確
性
を
欠
い
て
い
た
。

ス
ピ
ー
ド

ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
が
め
だ
ち
、

通
行
区
分
を
無
税
し
た
り
、
方
向
指
示

器
の
出
し
忘
れ
が
多
く
な
り
、
全
般
的

に
浩
志
力
が
放
漫
に
な
っ
た
。

以
上
の
実
験
結
果
か
ら
も
お
わ
か
り

の
よ
う
に
〝
ち
ょ
っ
と
一
杯
．
の
ほ
ろ

酔
い
時
で
も
担
故
に
結
び
つ
く
可
能
性

が
大
き
い
の
で
、
「
飲
ん
だ
ら
乗
る
な
、

乗
る
な
ら
飲
む
な
」
の
原
則
は
絶
対
に

守
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◇
　
　
　
　
◇

飲
酒
逆
転
す
る
こ
と
を
承
知
し
な
か

ら
酒
類
を
提
供
し
、
ま
た
は
飲
酒
を
す

す
め
ま
す
と
、
そ
の
人
も
非
に
問
わ
れ

ます。
「
乗
る
な
ら
飲
ま
す
な
」
も
ぜ
ひ
守

り
ま
し
ょ
う
。



1月上期の遠賀町主要行事

潮音ICもお知らせしましたように、以前各謡団体の委員・役貝会のうち、月例定例会謝Cは、淡い文字（ゴジ，ク

体）を使用していましたが、今後は、町民全員に対しての行革内容に使用いたします。

なお、今後も月例定例会諷Cは別途本人宛会議通知状は出しませんので、見落しがないよう特（こ御注意下さい。

軽重：：I：「”言霊

記事の見落しがないよう　すみすみまで　よく読みましょう

⑤
⑤
㊥
除

1
2
月
は
、
陰
暦
で
「
師
走
」
と
よ

ば
れ
て
い
ま
し
た
が
、
ま
た
別
の
名

を
「
除
月
（
じ
ょ
げ
っ
）
」
と
も
い

い
ま
し
た
。

1
2
月
が
「
除
月
」
で
、
3
1
日
つ
ま

り
大
晦
日
が
「
除
目
（
じ
ょ
じ
っ
）
」

そ
の
夜
が
　
「
除
夜
」
と
い
う
わ
け

で
、
百
八
つ
の
鑑
で
知
ら
れ
る
「
除

夜
の
鎚
」
の
名
称

夜
　
の
　
鍾

す。

「
ゴ
ー
ン
と
尾
を
引
く
よ
う
な
余

融
が
消
え
て
か
ら
次
を
つ
き
ま
す

し
、
信
者
の
方
が
入
り
代
わ
り
立
ち

代
わ
り
鈍
を
つ
か
れ
る
の
で
時
間
は

正
確
に
測
れ
ま
せ
ん
。
百
八
つ
め
を

ピ
タ
り
年
前
常
時
に
合
わ
せ
る
の

は
、
た
い
へ
ん
む
ず
か
し
い
。
程
は

多
少
時
間
が
ず
れ
て

も
、
こ
こ
に
由
来

し
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
百

八
つ
の
錦
を
つ
き

鳴
ら
す
の
に
一
時

間
か
ら
一
時
間
半

か
か
る
そ
う
で
す

が
、
い
く
つ
日
く

ら
い
で
年
が
明
け

も
、
さ
ほ
ど
諜
し
っ

か
え
な
か
っ
た
で
し

ょ
う
が
、
今
は
ラ
ジ

オ
や
テ
レ
ビ
の
時
報

を
告
げ
る
鐘
の
轟
が

不
正
雄
で
は
、
み
な

さ
ん
に
申
し
訳
な
い

で
す
か
ら
ね
」

除
枚
の
鍋
も
時
代

る
の
か
、
ご
存
じ
で
す
か
。

昔
は
、
百
七
つ
を
年
内
に
つ
き
、

残
り
の
一
つ
を
新
年
に
つ
く
な
ら
わ

し
だ
っ
た
そ
う
で
す
が
、
今
で
は
、

午
前
零
時
つ
ま
り
新
年
の
合
図
に
最

初
の
一
つ
を
、
年
が
明
け
て
か
ら
残

り
百
七
つ
を
つ
く
お
寺
が
多
い
よ
う

です。ど
う
し
て
、
こ
の
よ
う
に
変
わ
っ

て
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。

あ
る
お
寺
で
は
、
そ
の
辺
の
事
栂

に
つ
い
て
、
こ
ん
な
話
を
し
て
い
ま

の
流
れ
に
は
勝
て
ず
、
と
い
っ
た
と

こ
ろ
で
す
。
そ
う
い
え
ば
、
こ
の
枚

に
食
べ
る
〝
年
越
し
そ
ば
〟
の
そ
ば

粉
は
も
ち
ろ
ん
、
タ
レ
に
使
う
し
ょ

う
ゆ
の
材
料
で
一
の
ろ
大
一
点
も
、
い
ま

で
は
ほ
と
ん
ど
輸
入
品
と
か
。

除
夜
の
鈍
、
年
越
し
そ
ば
と
い
っ

た
年
の
瀬
の
風
物
詩
も
世
に
つ
れ
て

変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
何
は
と

も
あ
れ
、
1
9
8
2
年
が
よ
い
幻
で

あ
り
ま
す
よ
う
に
祈
り
た
い
も
の
で

すね。

本
号
に
「
遠
横
町
双
六
マ
ッ
プ
」
を

折
り
込
ん
で
い
ま
す
。

最
近
の
人
口
増
と
と
も
に
、
「
町
内

の
地
区
や
建
物
等
の
名
称
、
所
在
地
が

わ
か
ら
な
い
。
」
と
い
う
声
が
多
く
聞

か
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

で
は
、
単
な
る
地
図
で
な
く
、
家
族

み
ん
な
で
た
の
し
く
知
る
こ
と
が
で
き

こ
た
つ
に
入
る
こ
と
の
多
い
時
期
柄
、

双
六
を
入
れ
て
と
い
う
こ
と
で
「
遠
賀

町
双
六
マ
ッ
プ
」
の
編
集
を
進
め
て
き

ま
し
た
。

お
正
月
は
、
た
の
し
い
会
謡
を
し
な

か
ら
こ
の
地
図
で
お
た
の
し
み
下
さ
い

…
…
編
集
後
記
…
‥

こ
の
1
2
月
2
5
日
号
で
聞
知
5
6
年
発
行

の
広
報
「
お
ん
が
」
も
最
後
と
な
り
ま

した。今
年
は
、
「
一
人
で
も
多
く
の
町
民

の
顔
、
声
を
職
せ
る
」
を
モ
ッ
ト
ー
と

し
て
、
3
月
か
ら
元
気
は
赤
ち
ゃ
ん
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
表
紙
も
で
き
る
限
り

多
く
の
人
が
明
る
い
裁
楢
で
写
っ
て
い

る
も
の
を
、
と
鮪
集
し
て
き
ま
し
た
。

来
待
は
、
今
年
以
上
に
親
し
ま
れ
る

広
報
に
な
る
よ
う
努
力
い
た
し
ま
す
。

今
後
こ
の
よ
う
な
企
画
が
ほ
し
い
、

こ
う
い
う
シ
リ
ー
．
ス
を
梢
や
し
て
は
、

等
々
の
御
態
兄
、
御
竣
盟
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

で
は
、
よ
い
お
年
を
お
迎
え
下
さ
い

＜
嗣
集
部
一
同
＞


